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Abstract: Kenaf (British great Kenaf, scientific name Hibiscus cannabinus L) is an annual 
plant of Malvaceae Hibiscus L. of West African origin, and is remarkable as a new pulp 
resource. Its ability to fix carbon dioxide is excellent because growth is rapid, and it is 
reported that its ability equals that of tropical forests. In addition, it is possible to use it for 
soil cleaning and water quality purification. This research, focussed on kenaf ’s high water 
absorption capacity from the soil and its ability., to remove heavy metals from the soil, 
especially lead, and to reduce ground water pollution. Kenaf was grown in Hyogo Prefectur 
and kenaf and sorghum were grown in the tropical simulation room in our campus. These 
plants were burnt to ash, and the total quantity of absorbed lead was measured by atomic 
absorption spectrometry. Lead absorbed from the soil by kenaf vegetation was also clarified 
in samples processed with nitric acid. A large amount of lead was accumulated in the wood 
part but not so much was accumulated in the back or the living parts of the plant. It is 
recommended that you should harvest to absorb the heavy metal efficiently while growing 
up. 































































































































に、基準の溶液の鉛の濃度を 5 ppm、3 ppm、2 
ppm、1 ppm、0.5 ppm、0 ppm に設定した。 
試料の調整方法は、植物体は乾燥させて粉末状に
し、1 g 測り取ったものを灰化させてから、0.1 mol/l
の硝酸に溶かす。土壌試料は、まず純水で洗浄して
乾燥させてから 1 g 測り取り、0.1 mol/l の硝酸に溶
かす。 
表 1. 試料 
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を図 4～7 に示す。 
 また、測定した際の検量線のグラフおよび近似線














































































分析線波長 ： 283.3 nm 









未知 10000 倍希釈 0.531 0.012
未知 100 倍希釈 41.59 0.82
未知試料 93.93 1.591








ケナフ 木質部 まびき 0.581 0.014
ケナフ 葉   まびき 0.194 0.004
ケナフ 皮   まびき 0.096 0.001
ソルガム 茎  まびき 0.169 0.003
ソルガム 葉  まびき 0.744 0.018
５月兵庫 表土① 3.242 0.078
５月兵庫 深土① 0.185 0.004
５月兵庫 表土② 4.763 0.113
５月兵庫 深土② 0.275 0.006
５月兵庫 表土③ 4.03 0.096
ケナフ 葉   未知濃度土壌 0.204 0.004
ケナフ 木質部 未知濃度土壌 0.407 0.009
ケナフ 皮   未知濃度土壌 0.211 0.004
10 月兵庫 ケナフ 表土① 5.642 0.133
図 1. 表 3 の試料を測定した際の検量線および近似線式.
図 2. 表 4 の試料を測定した際の検量線および近似線式.








５月兵庫 深土③ 100 倍希釈 0.711 0.017
10 月兵庫 ケナフ  深土① 100 倍希釈 0.408 0.01
10 月兵庫 ケナフ  深土② 100 倍希釈 0.859 0.021
10 月兵庫 ケナフ  深土③ 100 倍希釈 0.394 0.009
10 月兵庫 ソルガム 深土② 5 倍希釈 1.698 0.041
10 月兵庫 ソルガム 表土② 5 倍希釈 2.029 0.049
10 月兵庫 ケナフ  表土② 3.347 0.079
10 月兵庫 ケナフ  表土③ 5.081 0.119
10 月兵庫 ソルガム 表土① 5.959 0.139
10 月兵庫 ソルガム 深土① 2.189 0.052
10 月兵庫 ソルガム 表土② 3.335 0.079
10 月兵庫 ソルガム 深土③ 1.932 0.046
ケナフ 10 月兵庫 葉   上 0.23 0.005
ケナフ 10 月兵庫 葉   下 0.397 0.009
ケナフ 10 月兵庫 皮   上 -0.013 0
ケナフ 10 月兵庫 皮   下 0.02 0
ケナフ 10 月兵庫 木質部 上 0.088 0.002
ケナフ 10 月兵庫 木質部 下 0.423 0.01
ケナフ 10 月兵庫 落ち葉 0.425 0.01
ケナフ 10 月兵庫 根 0.47 0.011
ケナフ 10 月兵庫 生殖（つぼみ） 0.021 0
ケナフ 10 月兵庫 葉   上 2 0.257 0.006
ソルガム 10 月兵庫 茎  上 0.201 0.005
ソルガム 10 月兵庫 茎  下 0.328 0.008
ソルガム 10 月兵庫 葉  上 0.523 0.012
ソルガム 10 月兵庫 葉  下 0.572 0.014
ソルガム 10 月兵庫 根 0.576 0.014
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図 5. 図 4 のスケール変更した土壌の鉛の濃度の変化. 
土壌の鉛の濃度は、5 月に比べると 10 月の土壌の
方が全体的に濃度が濃くなってしまった。このこと






























間引きをした 8 月の植物と 10 月に刈り入れをし
た植物を比較すると、ケナフでは葉以外の植物体か
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図 7. ソルガムの Pb 濃度の変化. 
 
討論 
ケナフは成長期に多く鉛を吸収し、成長が終わると
逆に有毒と判断した物質を体外に排出しまうと考え
られる。ゆえに、効率良く重金属を吸収させるには、
成長途中で刈り入れた方が良いと考えられる。 
また、ケナフよりソルガムの方が鉛を吸収している
ので、より多くの重金属を吸収させるにはソルガム
を使用したほうが良いと考えられる。 
今後の課題として、水耕栽培を行い、重金属類の
不純物を注入しない状態でケナフの体内にどのよう
な金属が存在しているかを ICP 測定で確認する。そ
うすることで、汚染された土壌で栽したケナフがど
の程度汚染物質を吸収したかが分かると考えられる。
また、8 月の間引きでの土壌の濃度を調べることに
よって、土壌中の鉛の濃度の変化傾向がわかる。 
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